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負担力と称しでも，まだ表定運賃制度の具体的基準とはなり得

ないので，この説では貨物五li貨にl剥して貨物の運賃負担力が，

おのおのの貨物の悩絡にある程度比例するとし、う 2iE乱世を提出し

ている。すなわち悩絡のr~~\" 、物品は五111:'(負担力が尚 く ， filli .t容の

安い物品は五lü，(負担力が低いというのである。旅客の巡氏負担

力については， まだ具体的な基準が提出 されていない。

こ の説によれば， 運送l京価説による場合とは対撚的(たし、 し ょ

てき)に各衝の巡送に対するi主主幹の差異は多様かっ大綱となる。

また負担力説は貨物の巡i互負担力が，その師lí絡に正比例するこ

とを断定するものでなく ， この点において確固たる数字的基礎

に立つものでないこ と に注意を裂する。

4 折 中 説

巡送l原価説のみによれば各衝の運送の聞の:\.."1率の差異が少な

くな り， 1京料材料等の低lilli品の輸送が抑制l される傾向が生じ，

負担力説のみに よれば上記の欠陥は除かれるが，ある極の運送

l恩師目を他の紐の巡送が負担することにな っ て，ある場合には利

用者相互間の公平を失うこ とになる。そこで雨説を折中的にと

り入れて，各在Eの運送のtt~私差別の基礎とすべきであると主援

する説である。

鉄道創設以来最近まで約 l 世紀間，各国の鉄道巡f.'l:制度はお

おむねこの折中説によって的成されてきた。貨物迦m制度では

負担力説に霊点が置かれ，巡送原価税によ っ てこれを修正する

ような方法が採られてきた。

最後にこれらの運賃学説は，鉄道の高度の'&h占 を前提と して

主被されあるいは採用されてきた巡貨論であることに注意を要

する。現代では自動車の強力な競争によ って，鉄道の独占は急

激に崩段しつつあるのであ っ て，これがため鉄道五li質論は根本

的に再検討すべき l時代に到達してい る。(工藤和馬)

うんちんか っ ぷ 運賃割賦 2 以上の迎輸佐官闘を通じて巡送

される場合のJill賃計算方法には， 併1):制と ìilim:制とがあるが，

各隙関ごとに定められている巡貨を計算しこれを併詳した微を

発線で収受し， 後で各軽量闘の受取繍をそれぞれ収得する併算制

の方法が原貝IJ とな っている。

しかしながら，小荷物運賃や貨物)\IU'ì:のように，連絡巡輸を

する各交通機関がそれぞれ向ーの貸率を適用している場合，こ

れらの巡貨を計~:するのに， 連絡各|畿l掲の営業キロ程を通算し，

壬の通算キ ロ 程に対する巡貨を発線で収受する通算制の方法に

より ， 後日一定の割賦率にもとづいて各機関の収得傾を計算し

たうえで，これを関係儀|某|に配JIli\する方法が用いられることが

ある。この酉~U戒を運賃の制限t という。

国鉄 ・ 社線開での運賃制賦の具体的なI民放方法については，

述絡巡輸消l):規則(昭和 25 ・ 5 国鉄総裁迷W; 250 号)， 三総連絡

社相互間消算鋭貝IJ(昭和 25 ・ 5 国鉄総裁主主筋 251 号)等によって

いる。 一--"巡 i立制度。営業キロ。(高橋与三吉)

うんちんき ょ うてい 運賃協定 一般に巡究協定とは，迩送

業者相互聞において必姿と認める区間の迎貨の協定を結ぶこと

をいう。この場合運送業者の極類のいかんを|問わない。ただ協

定の前提としては多 く の場合運送業者の競争関係が存在す・る 。

そして運賃競争を継続するよりも，両者が競争区間の巡1:'(を協

定 したブJが得策と認めた場合に巡貨協定が符われるのである。

その協定された巡貨を協定述貨という。わが国の地方鉄道・ ijj/t

道に関する巡:1:'(協定については特別の規定があり，主務大阪が

公設上必要があると認めたJ易合には，地方鉄道 ・ 軌道業者に対

して，ほかの陸上運送事業者と巡貨の協定をするよう命令でき

ることになっている。___，巡輸協定。(鈴木仰J治)

うんちんけいさんキロてい 運賃計算キロ程 運賃計算上

の主主鍵となるべきキロ稜である。均一運賃制度を採用する場合

を除き述f'i:は1ill送距離に応じて計算ーされる。この迩氏計算の碁

鍵 と なる組側t を ， メ ート ノレ法で計算されたものが巡i立~-j-1):キ ロ

程である。

迎ü't計算キロ程は突 iJIII キロをそのまま使用する場合と ， 突測

キ ロ に訓tJY/または短縮したものを使用する場合とがある。運輸

後闘が同一である場合はそのキ ロ程は巡1):するのが原目IJである

が，迎輸相量l共J tJ i異な る場合は原則として各別に計算するこ とが

たてまえである。

巡送経路が 2 途以上あるときは，貨物Iili送にあっては原則と

して ， 最短経路のキロ程をもって運賃昔t-J):キロ程としている。

キ ロ 程に 1km 未満の端数が生じたときは最後に 1km に切と

げるが， 巡輸駿|共ltJi異なる場合には各巡輸機関ごと に I km 未

満の端数を切上げる。(/主l根昇一)

う んちんけいさんけいろ 運賃計算経路 (貨物の) 迷貨計

J):上必裂とする主li賃計J1:キ ロ 程の算出に当ってどの線のキ ロ程

によ って1):111するかという場合の経由経路のことで，原則とし

て発 ・ 着駅|尚の Jt{短経路によ っ て計3平均することになっている。

ただし国鉄ではつぎのような場合には， その貨物を巡送するた

めに突際経由する経路に よ って計算することになっている。

l 荷送人が五Il送経路を指定したとき。

2 I~I 動車線を経由 し鉄道または航路相互聞にまたが り 運送

するとき。(軍森直樹)

うんちんけいさんじ ゅ うりょう 運賃計算重量 (貨物の)

巡貨の計算に月3いられる貨物の重量である。貨物述:1:'(の計算に

Jl]\' 、られる MUíJ:は国鉄では原則としてその貨物の突Jliiitによっ

ているが， 死体 ・ 動物等lIJ: ifiの検量の困難な貨物および l 個の

重量が特定されている傑準数盆の定めがらる貨物にあっては，

特定の重量:によるこ とにな っ ている。

1 傑準数iïJ:

貨物運送規貝IJ第 6 条の別表に定められている貨物はその際準

数量による。

2 死体 ・ 動物 ・ その他

(1) 死体・迫骨の主Il賃青J. Z?: ト ン数はつぎによる。

大形貨車を使用した場合 15 t 

中形:1l(JIIを使用した場合 8 

小形貨車を使用した場合

際司トン数 6 ト γ以下 2 

その他 6 

( 2 ) 動物

若手探に入れない家畜の巡貨計算ト γ数は ， 使用貨111の標記 ト

ソ数からつぎの ト γ数を控除したトン数による。

小Jtb j;'{ ll1 3 t 

中形貨111 4 

大形貨車 8 

3 I1J極鉄道111阿(自己の車輪で運転して運送されるもの)

巡賃計算ト γ数は自重のまとし ， 1 t 未満のは数は 1 t に切
り上げる。

4 ;怪i立:l:~物

貨物等級表上滅ト γ数の表示がある般金貨物の巡i主計算 ト γ

数は ， 貨物の鼠訟により ， その最低は使用貨111の際記 ト ソ敷か

ら所定の滅ト ン数を控除したトン数による。

5 石炭その他の特定貨物

(1) 石炭 ・ 1!l\煙粉炭 引昭和 28 ・ 1 公示第 28 号)

迎fl:計算ト γ数は，貨物の重量により ， その最低は際記石炭

トン数による。
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